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第２回精華町国民健康保険病院指定管理者選定委員会 議事摘録

■日時

令和２年１０月２３日(金) 午後１時３０分から午後２時２０分まで

■場所

精華町役場 庁舎 ６階 審議会室

■出席委員

・第１号委員：岩田 博夫 ・第２号委員：山口 泰司

・第２号委員：内田 裕也 ・第２号委員：藤本 和子

・第３号委員：三沢 あき子 ・第４号委員：荒堀 政男

・第５号委員：船越 昇

■出席事務局職員

・健康福祉環境部長 ：岩前 良幸

・健康推進課 課長 ：上野 明子

・健康推進課 課長補佐 ：川畑 由香里

・健康推進課 地域医療係長 ：武田 眞幸

■傍聴者

２名

■内容

１ 開会

事務局

●この委員会の会議は、精華町審議会等の会議の公開に関する指針に準じて

公開する。この会議摘録についても、町のホームページで公開する。

●第１回選定委員会の会議内容についての概要説明

２ 議事

（１）第１回精華町国民健康保険病院指定管理者選定委員会議事摘録につい

て

・第１回精華町国民健康保険病院指定管理者選定委員会議事摘録

・第１回精華町国民健康保険病院指定管理者選定委員会議事摘録

（３ページ及び４ページ）
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・意見書（荒堀委員）

・第１回精華町国民健康保険病院指定管理者選定委員会質問に対する回答

（資料１）

事務局

●第１回精華町国民健康保険病院指定管理者選定委員会議事摘録についての修

正報告。

●医療法人医仁会より、第１回選定委員会における委員の質問に対する回答及

び発言訂正があったことについての報告。

●荒堀委員より、「医療法人医仁会においては、一般的には利益計上が困難な、

５０床の病院という条件において、収益率の高い透析や歯科と併せて、地域

の医療として必要とされる内科、外科及び整形外科等を行うなど、地域住民

に寄り添った病院運営を行い、経営的にも努力されている。又、現在のコロ

ナ禍において、今後の収支計画の見通しが不透明の中、収支計画において、

現状維持の数字を計上されるという経営姿勢を示されていることについて、

応援いたしたく思います。」というご意見を頂いたことについての報告。

（２）指定管理者選定評価について

・精華町国民健康保険病院指定管理者選定評価表

事務局

●評点内容及び方法について説明。

各委員

●「評価表記入」

事務局

●「集計」

（３）指定管理者選定評価の意見まとめについて

・精華町国民健康保険病院指定管理者選定委員会意見等について（案）

（資料２）

事務局

●意見書内容について説明

三沢委員

●意見書内容について、「在宅医療及び地域包括ケアの推進に病床を活か

し、地域住民をささえていただきたい」に修正の提案。

事務局

●「集計終了」

●委員全員に評価いただいた２０項目すべてにおいて、平均点が、基準点３

点を下回る項目はなく、委員全員の評価点を合計し、委員数で除した合計
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評点数は、７５.４点であるという集計結果を報告。

岩田委員長

●評価結果については、すべての項目について、最低基準を満たしており、

精華町病院事業の設置等に関する条例第１３条第１項に基づく、３つの要

件について、全て満たしているという結果になった。

●協議結果については、「選定委員会において慎重に評価を行った結果、申

請者である医療法人医仁会は、町が示す精華町病院事業の設置等に関する

条例第１３条第１項に基づく要件をすべて満たしているという判断に達し

ました。」と意見書に記載。

３ その他

事務局

●本日頂いたご意見等は議事録要旨とともに、事務局でまとめた上、本委員

会意見として町長に報告します。

●事務連絡

４ 閉会

岩田委員長

●委員の皆さまのご協力により、委員会協議等を終えることができたことに

ついて感謝する。

●委員会意見等を踏まえて、行政側において、適切妥当な判断をしていただ

き、地域医療において、非常に重要な役割を担う精華病院の運営体制の方

向性を示していただきたく思う。


